
 
 
 
 
 
 

 

令和元年に全国で発生した食中毒事件は 1,061 件、患者数は 13,018 人、死者数は 4 人でした。 

特に夏期は、例年、カンピロバクター・ジェジュニ／コリ、腸管出血性大腸菌、ぶどう球菌といっ

た細菌による食中毒が多く発生しており、大規模な食中毒事例もしばしば報告されています。 

このような状況の中、県民が健康で安心できる食生活を送るためには、食品等事業者はもとより、

県民に対する食品衛生思想の普及・啓発、食品の安全性に関する情報提供及びリスクコミュニケー

ションの推進並びに食品等事業者のコンプライアンスの徹底を通じた食の安全の確保を図ることが

必要不可欠です。 

このため、食品衛生思想の普及・啓発等のさらなる推進を目的に、厚生労働省は、８月を「食品衛

生月間」と定め、関係事業を実施します。 

なお、今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、例年実施していた「食中毒予防シ

ンポジウム」は中止とし、その他の実施事項についても感染拡大防止に最大限配慮した上で実施す

ることとします。 
 

〇実施期間：令和 2 年 8月 1日（土）から同月 31 日（月）まで 

〇行政の主な実施事項 

・報道機関への情報資料の提供 

・食中毒多発業種に対する衛生教育及び監視指導の強化  

・街頭キャンペーンの実施 など 

〇（公社）福岡県食品衛生協会及び各支所の主な実施事項 

・広報用印刷物、物資等の配布（ポスター、チラシ、うちわ等の配布） 

・食品衛生指導員による営業施設に対する指導等 

・街頭キャンペーンの実施 など 

 

～ （総合食品賠償共済） 

共済金支払い事例（第 2 回） ～ 
〇従業員が誤って醤油皿の醤油をこぼし、客の衣服を汚損した事例 

（出典：食と健康 2020 年 5 月号） 

  
 この事例では、汚損した衣服をクリーニングに出したにもかかわらず、シミが取れなかったため、

衣服の時価 15,000 円の支払いが認定されました。 

 平成 30 年度の支払いで、施設賠償事故 427 件のうち、事故状況に「汚損」を含む事例は 120 件あ

り、3 日に 1回は事例のような汚損事故が発生しているとわかります。 

 クリーニング費用など、一度の被害額が少額であっても、回数が増えることにより高額になる可

能性もあります。 

 

だから・・・・ 

 
への加入をお勧めします。

詳しくは、www.n-shokuei.jp/kyousai/anshin_food.html でご確認ください。 
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業務リスク
令和元年
12月10日

兵庫県
伊丹川西
猪名川

飲食店 8,500円
従業員が誤って醤油皿の
醤油をこぼし、客の衣服
を汚損した

―
施設賠償金：15,000円

特別費用：1,500円
合計：16,500円
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（病因物質等）
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～新型コロナウイルスに関する Q&A～ 

（厚生労働省ホームページ 7 月 17 日時点版から） 
 

食品を介して新型コロナウイルス感染症に感染することはありますか。  

新型コロナウイルス感染症の主要な感染経路は、飛沫感染と接触感染であると考えられてい

ます。2020 年５月１日現在、食品（生で喫食する野菜・果実や鮮魚介類を含む。）を介して新型

コロナウイルス感染症に感染したとされる事例は報告されていません。 

なお、食品や食事の配膳等を行う場合は、不特定多数の人と接する可能性があるため、接触感

染に注意する必要があります。食器についても同様で、清潔な取扱を含め十分お気をつけ下さ

い。 

コロナウイルスは熱（70 度以上で一定時間）及びアルコール（60％以上(※)、市販の手指消

毒用アルコールはこれにあたります）に弱いことがわかっています。製造、流通、調理、販売、

配膳等の各段階で、食品取扱者の体調管理やこまめな手洗い、手指消毒用アルコール等による

手指の消毒、咳エチケットなど、通常の食中毒予防のために行っている一般的な衛生管理が実

施されていれば心配する必要はありません。WHO からの一般的な注意として「生あるいは加熱不

十分な動物の肉・肉製品の消費を避けること、それらの取り扱い・調理の際には注意すること」

とされています。 

 (※) 60％台のエタノールによる消毒でも一定の有効性があると考えられる報告があり、70％

以上のエタノールが入手困難な場合には、60％台のエタノールを使用した消毒も差し支えない

です。 

 

感染者が見つかった場所（外国、国内）から送られてくる手紙や輸入食品な

どの荷物により感染しますか。  

 現在のところ、中国やウイルスが見つかったその他の場所から積み出された物品との接触か

ら人が新型コロナウイルスに感染したという報告はありません。WHO も、一般的にコロナウイル

スは、手紙や荷物のような物での表面では長時間生き残ることができないとしています。 
【WHO の情報】 
https://www.who.int/news-room/q-a-detail/q-a-coronaviruses 
https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019/advice-for-public 
 

【国立医薬品食品衛生研究所の情報】 

http://www.nihs.go.jp/hse/food-info/microbial/2019-nCoVindex.html 

 

新型コロナウイルスはハエや蚊を介して感染しますか。  

 気温の上昇にともなってハエや蚊の発生も増えてきますが、これまでのところ、新型コロナ

ウイルスがハエや蚊を介して人に感染した事例は見つかっていません。なお、一般的な衛生対

策として、身の回りにハエや蚊を増やさないよう周囲の清掃等を行うことが大切です。 

【WHO の情報】 

https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019/advice-for-

public/myth-busters 

  

感染者の糞便から感染することがありますか。  

 これまで通り通常の手洗いや手指消毒用アルコールでの消毒などを行ってください。 

また、新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や新型コロナウイルス感染症の患者、濃

厚接触者が使用した使用後のトイレは、急性の下痢症状などでトイレが汚れた場合には、次亜

塩素酸ナトリウム（市販されている家庭用漂白剤等はこれにあたります、1,000ppm）、またはア

ルコール（70％）による清拭をすることを推奨します。 


